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との相互建携に関する協定書

Ⅲ走卒県高}Ь市とJヒ海迪上夕lI郡永夕ll町 (灰下「両白治体」という。)は、パートナ
ーシップを棒祭し、相互のえなる発えを目指すために、次のとおり協定を舒結する。

(目 的)

第 1余 木協定は、両白治体がそれぞれの特性を汚かし、幅広い分野で建携・協カ
した取包みを粋進することにより、共生のテ里念に基づき共に発晨すること次び地

域の渚力を向上させ、広く社会の活性化に寄与することを目的とする。

(4携事項)

第2余 前余の目的を逹成するため、両白治体は次の事項について建携する。
(1)多 太化共上のオ仁とに関すること。
(2)地域金済の活性化に関すること。
(3)人材の育成、確係に関すること。
(4)そ の他木協定の目的を逹成するために熟妥なこと。
2 両白治体は、前項に掲げる事項に関する取組みを効糸的に実たするため、熟妥
に応じて具体的事項等について協議のうえ、ガllに定めることができるものとする。

(協定の変え)

第3余 両白治体のいずれかが、協定内容の変えを申し山たときは、協議の上、本
協定の変えを行うものとする。

(期間)

第4余 木協定の存続期間は、本協定舒佑日から今オロ7(2025)年 3月 31日
までとする。ただし、期間満了前に、相手方に対し期間の走長をしない旨を吉衝

で垂知 しない「Rり 、期間を1か午廷長するものとし、ン
・火後同様とする。

(協義事項)

第5余 木協定の疲行において雄妥な介源・女口几等については、それぞれの役割に
痣じて負担・提供するものとし、本協定に定めのない事項えび熟―要ととなる負担等

については、その都友協義により定めるものとする。

この協定書は2竜作成し、それぞれ署名のうえ、各 1通を保有する。
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